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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は細菌におけるヌクレオシ ド代謝について解明した研究結果を論述したものである｡









リ性に至通 pH を有する2群に大別できることを指摘 した｡







諸性質を明らかにしたo Er.carotoz)oraの本酵素はいずれも中性に, また Cor.sepedonicum ではいずれ
もアルカリ性にその作用の至適 pH があり, 両菌株の菌体 の示 した転移反応oj至適 pH とよく一致 し
た ｡
-823-
つぎに細菌におけるヌクレオシ ドの代謝における本酵素反応の生理的意義を考察 した｡ すなわちプリン
およびピリミジン要求の変異株のみならず, 一般の細菌が広 く本転移反応を示すことからすでに知られて
いる細菌におけるプ リンおよびピリミジンヌクレオシ ド0) それぞれ独立 した生合成系をつな ぐ上で, 本転
移反応がきわめて重要な役割をもつものと姑諭 した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
微生物による核酸関連物質o)代謝に関する研究は, 近年特にヌクレオチ ド類o)工業生産が開発されると




プ リン塩基, およびプ リンヌクレオシ ドとピリミジン塩基の間の リボシル基転移反応を見出した｡ さらに
みずから確立 したヌクレオシ ドの定量法を駆使 してこの反応の機作を酵素化学的に追求 し, 本転移反応が
プ リンおよびピリミジンヌクレオシ ドに特異的に作用する二種のフォスフォリラ- ゼの協同作用であるこ
とを実証 し得た｡ これは前記の核酸塩基が リボシル化される反応の機作の一つを解明したといえる｡ また
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